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沖縄島およびその周囲の離島におけるカイヤ ドリヒ ドラ類

(ヒ ドロ虫綱,軟 クラゲ 目)の ポ リプの地理的分布
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  in Okinawa Island and Its Adjacent Islands, Japan
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Abstract Distributions of hydropolyps of bivalve-inhabiting hydrozoans were studied 

around Okinawa Island and its adjacent islands between 1990 and 2004.  Eugymnanthea 

japonica was associated with the bivalves of Barbatia virescens, Crassostrea gigas, C. 

sp. and Dendrostrea sandvichensis, and was found from six of 20 stations surveyed, 

both on the western and eastern coasts of Okinawa Island (one station was on Yagaji 

Island, near the westen coast). Although the mature medusae of Eutima japonica, 

another member of this hydrozoan group, were recently found from Okinawa Island, 

hydropolyps of this species were not found.

Key words Barbatia virescens, Bivalve-inhabiting hydrozoans, Eugymnanthea japonica, 

Eutima japonica, Distribution, Hydropolyp, Okinawa Island, Oysters

         は じめに

 我が 国にはカイヤ ドリヒドラ類(刺 胞 動 物 門,ヒ ド

ロ虫綱,軟 クラゲ 目,エ イレネクラケ科)が2種 知 ら

れている.両 種のポリフめ分布1コま明確 な相 違力駒 り,

カイヤ ドリヒ ドラクラゲE〃g〃規7zαη漉召α ブ04)oη∫cα

Kubota,1979が 主 に沖縄 島か ら静 岡 県 にか け て

の太平 洋側 に広 く分布 す るの に対 し,コ ノバ ク ラ

ゲEπ励3α 刀ρo漉cαUchida,1925は,九 州 か ら

北 海道 の太 平 洋 側 と瀬戸 内 海 に主 と して見 られ,

成 熟 ク ラゲ の 形 態 か ら4型 が 区 別 され,各 型 の

ポ リプ の地理 的 分布 域 は異 な って い る.そ して,

コ ノバ ク ラゲの ポ リプは,カ イヤ ドリ ヒ ドラク ラ
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図 1.沖縄島およびその周囲の離島におけるカイヤドリヒドラ類のポリプの地理的分布（1990-
2004）.・（0）：・カリガネエガイの外套腔内にカイヤドリヒドラクラゲのポリプが確認され
た（確認されなかった）地点；・（口）：カキ類（ノコギリガキ，マガキ，マガキ属の一種）
の外套腔内にカイヤドリヒドラクラゲのポリプが確認された（確認されなかった）地点； X:
貝が発見されなかった地点；ム： Kubota(1987）の調査でポリプが確認されなかった地点
（瀬底島）．地点番号は表 lの地点番号と同じ

Fig. 1. Distributions of hydropolyp of bivalve-inhabiting hydrozoans in Okinawa Island 
and its adjacent islands (1990-2004）.・（0): stations where hydropolyps were found 
(were not found) in mantle cavity of Barbatia virescens；・（口）: stations where 
hydropolyps were found (were not found) in mantle cavity of oysters (Dendrostrea 
sandvichensis, Crassostrea gigαs, Crassostrea sp.); X: stations where no bivalves were 
found；ム・station(Sesoko Island) where no hydropolyps were found by examinations 
by Kubota (1987). Station numbers correspord to those in Table 1. 

ゲのポリプとは 4地点を除き同所的に分布しな

い（Kubota,1987, 1992, 2003；久保田， 1999,

2004; Kubota et al., 2003；小林ら， 2004).

ポリプの分布の南限地は，カイヤドリヒドラクラ

ゲでは沖縄島であり，コノハクラゲは宮崎県幸島

である（Kubota,1987, 2000）.しかし近年，

コノハクラゲの中間型の成熟クラゲが，これまで

記録された 2地点（三重県英虞湾と長崎県対馬

浅茅湾：両地点でカイヤドリヒドラクラゲと同所

的分布）から遠距離にある沖縄島那覇市泊港で採

集された（Kubota,2003）.しかし， 1990年か

ら2004年までの南西諸島のうちの12島興沿岸で

の計32地点におけるプランクトンサンプリング

によるクラゲ相調査では，コノハクラゲは沖縄島

以外からは採集されず，カイヤドリヒドラクラゲ

は，沖縄島をはじめ慶良間列島の阿嘉島と奄美大

島で採取されているのみである（Kubota,2005). 

沖縄島およびその周囲の離島（沖縄島とは橋で

接続）において，コノハクラゲのポリプが三枚貝

と共生しているのか，そして沖縄島がこの種のク

ラゲとポリプの両世代にとって南限地であるかど

うかを確認することを目的とした調査を2004年



で， 1991年 5月に沖縄島の 6地点でカイヤドリ

ヒドラ類の分布調査を実施後（表Iと図 1:Sts. 

6, 8, 9, 12, 14, 17)' 2002年と2003年に計3地

点（表1と図 1: Sts. 4 , 16, 19）での調査を行い，

これらの結果と報告済の記録（Kubota,1987, 

1993; Kubota et αl., 2003）をもとに，最終的

に2004年12月に沖縄島およびその周囲の離島を

含むほほ全海岸（ただし東海岸の勝連半島から

中城湾，西海岸の本部半島から宜野湾市大山まで

表 1.沖縄島およびその周囲の離島におけるカイヤドリヒドラ類のポリプの地理的分布調査結果

(1990-2004). 

Table 1. Results of the study on the distribution of hydropolyps of bivalve-inhabiting 

hydrozoans in Okinawa Island and its adjacent islands (1990-2004). 

ポリプ付着個体数／ カイヤドリヒドラクラゲの 2004年12月 2003年以前の
貝の種類

二枚貝の検査個体数 ポリプ付着の有無 の調査日 調査年月日
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1986/IX/16C1l 

1986/IX/16co 
1990/Ill/26(2) 

1990/Ill/26(2) 

1990/Ill/26(2) 

2002/IV/17 
2002/IV /17 

××  
1/40 ノコギリガキ

2/54 クロヘリガキ

0/70 カリガネエガイ

5/22 クロヘリガキ

0/89 カリガネエガイ
x × 
× X 

0/37 7 ガキ属の1種
1/30 ミドリイガイ
18/35 7ガキ属の1種
××  
x x 

0/14 エガイ
××  

0/24 カリガネエガイ
0/40 カリガネエガイ

0/5 エガイ
0/5 ヒバリガイモドキ
××  

0/31 カリガネエガイ

0/7 エガイ

0/20 カリガネエガイ
0/20 ノコギリガキ
。／36 カリガネエガイ

3/43 カリガネエガイ
5/66 カリガネエガイ

2/10 7ガキ

0/29 ヒバリガイモドキ
××  
××  

0/53 カリガネエガイ

0/27 ノコギリガキ
。／119 カリガ才、ェガイ

0/99 カリガネエガイ
0/89 カリガネエガイ

2/36 7ガキ
。／4 ノコギリガFキ

0/3 カリガネエガイ
0/30 ノコギリガFキ ー

1/3 7ガキ ＋ 

4/32 ノコギリガキ + 7 
3/25 ノコギリガキ + 2002/Iν21(3) 

(1) Kubota (1987）より. (2) Kubota (1993）より. (3) Kubota et αl. (2003）より．

X：貝の生息なし．＋：ポリプの付着あり． ：ポリプの付着なし

1991/V /16 

1991/V/16 
1991/V/16 
1991/V /16 

1991/V/16 
1991/V/16 

1991/V /15 
1991/V /15 
1991/V /15 

1991/V /15 
1991/V/15 

2003/Ill/4 
1991/V /17 
1991/V /17 

2002/V/25 
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の12月に実施した．コノハクラゲのポリプが沖

縄島およびその周囲の離島で見られた場合には，

カイヤドリヒドラ類2種の共存状況を明らかに

するための調査も実施することにした．この結果

を， 1990年以降の未報告分のカイヤドリヒドラ

類の分布調査結果とあわせて報告する．

材料と方法

1990年3月に沖縄島と屋我地烏の l地点ずつ

那覇市那覇新港
宜野湾市真志喜

糸満市西崎

豊見城市瀬長島

今帰仁村運天港
名護市屋我地島

大宜味村宮城
大宜味村塩屋湾

うるま市伊言十島

具志頭村港川

那覇市那覇港

金武町屋嘉
うるま市赤崎

那覇市治港

名護市大j甫

名護市二見

東村伊是名

東村慶佐次

国頭村楚洲
東村平良

調査地点St. 

13 
14 

15 
16 

17 

18 

19 
20 

10 

11 
12 

" " 6 

9 

1 
2 

3 
4 

7 
8 
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調査が不十分），計20地点においてカイヤドリヒ

ドラ類のポリフ。の分布調査を行った（表1；図 1) . 

各地点では，カイヤドリヒドラ類の 2種が共通

の宿主として用いているカリガネエガイBarbatia

virescensを中心に，ノコギリガキDendrostrea

sand vichensis，マガキCrassostreαgigas，マ

ガキ属の l種Crassostreasp.などのカキ類も，

可能な限り多くの個体（ 1地点で 1種の二枚貝

の最多採集個体数は糸満市西崎での119，最少個

体数は那覇新港の3：表1）を採取した．加えて，

カイヤドリヒドラ類のポリプが見られた 2地点

（大宜味村塩屋湾とうるま市赤崎：図 lSts. 4, 12) 

で，ミドリイガイPernaviridis (St. 4で17個体）

あるいはヒバリガイモドキHormomiamutabilis 

も調べた（Sts.8, 12で，それぞれ16, 15個体：

表1) .さらに，カリガネエガイと近縁で外洋に

面した岩礁に通常見られるエガイ Barbatialimα 

にも注目し，各地点での二枚貝類の探索時に同時

に発見できれば採取した（Sts.6 , 8 , 9の各地

点、で＇16個体ずつ採取：表1) . 

各地点の二枚貝類の個体群サイズは様々で，複

数種が多数個体生息しており，干潮時の約 1時

間で採集が終了する地点から，いくら時間をかけ

て丹念に探しでも三枚貝類がまったく見つからな

い地点まで色々で、あった（表 1の各地点での採

集個体数に比例）．そのため調査個体数は一定数

となっていない．いずれの地点でも，二枚員を採

集する際には，ごく小さな稚貝は採取せず，各種

とも中形以上の個体を選んだ．また，各地点とも，

できるだけ広い範囲（最大で70m×10 m の区

画）から二枚貝類を採取した．

すべての二枚貝のサンプルは生きた状態のまま，

大半の場合は採集直後に，遅くとも 3日以内に

順次解剖し，軟体部上でのポリプの付着状況を実

f本顕微鏡下で調べた．得られたカイヤドリヒドラ

類のポリプは，よく発達したクラゲ芽の形態，あ

るいは実験室で遊離させたクラゲの形態に基づい

て種を同定した（Kubota, 1987). 

結果と考察

二枚貝類は20地点中の15地点（図 lと表 1:

Sts. 2 , 4 , 6 , 8・12, 14-20）で採集された．

カリガネエガイおよびカキ類が1種でも発見できた

地点のうちの6地点（図 1: Sts. 2 , 4 , 12, 17, 

19, 20）でボリプの着生カ瀧認された．これら 6地

点とも，採集時にポリプはクラケ芽を形成しており，

採集後，遅くとも数日以内に成熟クラゲ渇嘘離した．

得られたポリプはすべてカイヤドリヒドラクラゲであ

り，コノハクラゲのポリフ壮発見されなかった．また，

1991年にカイヤドリヒドラクラゲが発見されたうる

ま市赤崎（St.12）では， 2004年の調査でも再び

分布が確認された（表 1) .また， 1986年に初めて

クロヘリガキSaccostreaechinαtα （Quoy & 

Gaimard) （＝ニセマガキCrassostreavitrefiαeta 

は稲葉・鳥越（2004）によりシノニム扱い）からカ

イヤドリヒドラクラゲが発見された名護市屋我地島

(St. 2: Kubota, 1987, 1993）でも同様に分布が

確認された．

沖縄島および沖縄島の周囲の離島（橋で沖縄島

と接続）において，ポリフ子着生していた二枚貝は，

日本から既に報告済み（Kubota,1987, 1992, 

1993）のクロヘリガキ，カリガネエガイ，マガキ，

そして近年に確認されたノコギリガキ（Kubota

et al., 2003），および今回新たに記録された塩屋

湾のマガキ属の 1種の計4属5種となる．エガ

イやヒバリガイモドキからは，調査地点数も調査

個体数も多くは実施していないものの，従来の知

見（Kubota,1992）どおり，カイヤドリヒドラ

類のポリプはまったく発見できなかった．南西諸

島では， 2002年に沖縄島那覇市泊港で中間型の

コノハクラゲの成熟クラゲが2個体だけ発見さ

れたものの（Kubota,2003, 2005），本研究の調

査結果から判断すると，沖縄島およびその周囲の

離島にはコノハクラゲのポリプは，たとえいたと

してもごく干希であろう．コノハクラゲのポリプの

日本以外からの記録はないが（Kubota,2000), 

今回調査した沖縄島およびその周囲の離島以外の

地域に分布するポリプから遊離したクラゲ個体が，

海流にのって，あるいは持制自のパラスト水にまぎ

れこむことなどによって沖縄島まで運ばれてきた

可能性も考えられる．一方，沖縄島に近い慶良間

列島には中国からの漂流ブイに付着して生きたムラ

サキイガイが海岸で打ち上げられていることから

（久保田・林原， 1995），外来種としてのカイヤド

リヒドラ類の移入や最近の地球温暖化による海水

温と昇に伴う分布拡大（小林ら， 2004；久保田，



2004）との関連についても，今後，沖縄島および

その周辺海域をはじめ東南アジアほか，黒潮流域

でのさらなる調査継続の必要があろう．
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要約

1990年から2004年にかけて沖縄島およびその

周囲の離島の計20地点でカイヤドリヒドラ類

（刺胞動物門，ヒドロ虫綱，軟クラゲ目）のポリ

プの分布調査を実施した．その結果，カイヤドリ

ヒドラクラゲのポリプのみが沖縄島東海岸の I

地点と沖縄島西海岸の 4地点および名護市屋我

地島の l地点で確認された．宿主の二枚貝とし

学出版会，東京， 35・39. ては，カリガネエガイ，マガキ，マガキ属の I

Kubota, S., 2000. Parallel, paedomorphic 種，ノコギリガキの 4種が用いられていた．沖
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縄島西海岸の l地点（泊港）では，別種である 島およびその周囲の離島で調査した全地点から発
コノハクラゲ（中間型）の成熟クラゲが発見され 見されていない．
ているものの，この種のポリプは，これまで沖縄 (2005年6月30日受理）


